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トップメッセージ

理事長 小笠原日出男

学校法人名城大学は、1926 年 (大正 15 年)の名古屋高等理工科講習所を礎として、
2016 年には開学 90 周年を迎えることになります。これまでの歴史の過程の中で、
1967 年(昭和 42 年 )3 月に宣言された立学の精神「穏健中正で実行力に富み、国家、
社会の信頼に値する人材を育成する」を普遍的理念と位置付けた上で、本学のスピ
リットとも言えるミッション・ステートメント「名城育ちの達人を社会に送り出す」
を果たすべく、日々、構成員が一丸となって取り組んでいます。

学外に目を向けますと、中等教育・高等教育を取り巻く環境は、一層厳しさを増
しており、社会からの教育機関に対する期待が高まると同時に、要求も強くなって
きております。こうした時代だからこそ、これまで以上に社会のニーズを的確に捉
え、学生の視点に立った長期的展望のもと、着実に前進することが肝要と考えます。
本学では、既に 2015 年までに実現すべきビジョンと戦略プランとして、「MS-15
（Meijo Strategy－ 2015）」を策定しております。2014 年度も引き続き、ビジョン
である「広く社会に開かれた日本屈指の文理融合型総合大学」、「生徒の夢を育む愛
知県下№１の私立高等学校」の実現に向けて取り組むためにも、社会の要請に対し
て真摯に耳を傾け、応えていきたいと考えております。

昨年は、名古屋市東区に新たに取得したナゴヤドーム前キャンパスのコンセプト
を「キャンパスから地域へ、キャンパスから世界へ」と設定し、目指す方向を国際
化及び地域連携拠点として、人とつながる、地域とつながる、世界とつながる新た
なキャンパスの創造としました。この新キャンパスには、開学 90 周年となる 2016
年に外国語学部（構想中）を設置すること、翌年の 2017 年には、都市情報学部、
都市情報学研究科を可児キャンパスから、人間学部及び人間学研究科を天白キャン
パスから、それぞれ移転することを決め、順次計画を進めています。

2014 年度の事業計画では、このナゴヤドーム前キャンパスの開設に向けた準備を
引き続き進めるともに、MS-15 に基づく「教育の国際化」を念頭に、一人でも多く
の学生を海外に派遣するなど、キャンパス全体のグローバル化に向けた体制づくり
を進めていきます。また、大学及び附属高等学校の高大接続の強化を図りながら、
教育の質的向上に取り組んでいきます。更に、キャンパス再開発の計画にそって、
新講義棟、新校舎、新校友会館、八事新 3 号館（東）、春日井（鷹来）新本館の建
設を進めてまいります。

昨今のグローバル化、少子高齢化、情報化の進展など、社会が急激に変化する時
代においては、学校法人名城大学として、将来を見据えた上で、「MS-15」のもと、
力強く歩むことが必要です。今後、こうした厳しい環境下で名城大学と名城大学附
属高等学校が輝き続けるためにも、創設以来の歴史と伝統を受け継ぎ、学生、生徒、
教職員、卒業生、父母の力をオール名城として結集し、ビジョンの実現に向けて取
り組む所存ですので、引き続きのご支援とご協力をお願いいたします。

2014 年 3 月
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                   2005－2015
MS-15（2014 年度～）戦略プラン [大学]

学 長 中 根  敏 晴

Ⅰ MS-15（2014 年度～）戦略プラン

開かれた大学を

目指し、卒業生

及び父母に信頼

される大学ブラ

ンド力を確立す

る

柱
（戦略ﾄﾞﾒｲﾝ）

基 本 目 標

１）戦略計画

－進捗指標

教育の充実 研究の充実

多様性と実践性を

大事にする基礎教

育と専門教育を通
して、コミュニ

ケーション力と問
題解決力をもつ人

材を育成する

１．教育の

質保証

教育研究環境の

充実を通して、

社会に評価され

る学術の創造と

普及を図る

１．大学院

の教育研究

の質保証

人材の確保と

育成

目的意識と行動

力と社会性に優

れた学生、教育

職員及び事務職

員を確保し、育

成する

２．人材の

確保

１．人材研

修の促進

２．学士課程に

おける教育経験

の質向上

２．大学院教

育拠点の強

化

３．外部資金

の確保

１．学習

サービスの

強化

１．同窓生・父

母へのケア体制

の強化

地域貢献

１．産学官連

携の強化

地域とともにあ

る大学として、

地域の多様な

ニーズに対応し、

活性化につなが

るサービスを充

実する

１．名城サテライ

トによるサービス

づくり

３．キャン

パスの充実

４．組織マ

ネジメント

改革

１）全学的な教育プロ

グラムの強みづくり

－企 画・プロジェク

ト 件数

１）世界的教育研究拠

点づくり

－３ 拠点

２）オンリーワンの教

育研究力を持った拠

点づくり

－オ ンリーワン拠点

件 数

１）国際的に通用する

教育プログラムの開

発

－ 国 際認証プログラ

ム 修了者数

－ 国 際交流協定件数

－海外の大学との単

位互換単位数

１）優れた学生の確保

－ 高校ランク別出願

者数

－ 優秀学生奨学金給

付数

２）優れた教育職員

の確保

－ 優れた契約職員

（ 教育職員）の採

用実績

３）優れた事務職員

の確保

－ 優れた契約職員

（事務職員）の採

用実 績

１）ＦＤ、ＳＤの促進

－ 教員職員研修件数

－ 事務職員自己啓発

研 修費使用率

（関連）

・ 自己啓発研修費の

総額

・ 自己啓発研修費執

行平均額

・ 事務職員研修件数

－ Ｆ Ｄ研修延べ数

１）競争的研究資金の

獲得

－ 申請及び獲得件数

１）国際的に通用する

教育研究プログラム

の開発

－ 国際交流協定件数

－ 海外の大学との単

位互換単位数

１）交流プログラ

ムの拡大

－学生の相互派遣

件数

１）キャリア自己開発

の促進

－就 職率

１）学習相談・学生生

活に関する支援体

制の整備

－ 退 学者数

－ 在 学生の満足度

２）教員免許取得支援

体制の整備

－ 教 員採用試験合格

者数

３）奨学金制度の充実

－ 奨 学金給付数

１）活躍する卒業生

との交流促進

－ 交 流プログラム

件 数

２）父母等に対する

情報交流の強化

－ 資 料送付件数

－ 交 流プログラム件数

１）産学官連携交流プ

ログラムの強化

－ 相談件数

－ 共同研究件数

２）知的財産創出の促

進

－ 特許実施許諾件数
（関連）

・ 大学発ベンチャー

創出件数

１）サテライトプログ

ラムの強化

－プ ログラム数

１）組織運営体制の

整備

２）危機管理体制の

構築

３）ISO14001の推進

－ ISO14001内部監

査員数

１）中長期計画に

基づく再開発計

画の推進

２）長期のフレー

ムワークプラン

の策定

３）主体的学びを

支援する環境整備

－ﾗ ｰﾆﾝｸﾞ･ｺﾓﾝｽﾞ

の 整備・活用

－学 修時間

１）財源の多様化の

促進

－ 寄 附金件数

－ 補 助金件数

１）全ての学部におけ

るオンリーワンの教

育力を持った拠点づ

くり

－オ ンリーワン拠点

件 数

２）初年次教育の強化

－留 年者数

－ 退学者数

行動目標

１）強化クラブへの

支援

－ 全 国大会以上へ

の 出場件数

１）教育組織の改組・

新設

－戦 略的大学連携

件 数

－改組・新設準備件

数

２）研究組織の改組・

新設

－改 組・新設件数

１）ボランティア

活動の強化

－参 画者数

２）生涯学習支援

の強化

－プ ログラム数

「名城育ちの達人を社会に送り出す」

〔長 期 ビ ジ ョ ン〕
「総合化」、「高度化」、「国際化」により、広く社会に開かれた日本屈指の文理融合型総合大学を実現する

〔中 期 ビ ジ ョ ン〕
社会から評価される大学づくりを目指して、「教育力」「研究力」「就職力」「社会力」「資源力」の向上に努める

学生支援

体制の充実

学生自らのキャ

リア設計力と開

発力を大事にす

る総合的サービ

スを改善し充実

する

学術資産の形成

と運用を組織的

に推進し、社会

に有意な産学官

連携を促進する

産学官連携

の推進

経営改革

総合学園化を目

指した、戦略的

かつ機動的な経

営改革を持続す

る

4．全学的な教育

プログラムの開

発・充実

３．キャリ

ア開発サー

ビス

４．国際交

流サービス

の強化

２．財政基盤

の確立２．課外活

動の充実

２．地域支援

の充実

１．教育・研

究組織の活

性化

卒業生及び父母と

の連携強化

３．学士課

程教育の質

的転換

１）主体的学びを促す教

育内容・方法等の工夫

－ 学修時間
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2005－2015
MS-15（2014 年度～）戦略プラン[附属高等学校]

学校長 高 須 勝 行

「名城育ちの達人を社会に送り出す」

〔長 期 ビ ジ ョ ン〕

生徒の夢を育む愛知県下№１の私立高等学校を実現する

〔中 期 ビ ジ ョ ン〕

満足度№１を目指し、｢知・徳・体」の調和した生徒を育成する

柱
(戦略ﾄﾞﾒｲﾝ)

基 本 目 標

行動目標

１）戦略計画

－ 進捗指標

教育の充実 研究の充実

授業・ＨＲ・課外

活動などを通して、

コミュニケーショ

ン力と問題解決力

をもつ人材を育成

する

教育の充実をはか

るために、生徒の

学習意欲の向上と、

基礎学力の定着を

目指した授業研究

を推進する

１．特色ある

教育課程の開

発

人材の確保

と育成

目的意識と行動力

と社会性に優れた

生徒、教育職員及

び事務職員を確保

し、育成する

１．優れた生

徒の確保

生徒支援体制の

充実

卒業生及び

保護者との

連携強化

生徒の学校生活を

多面的に支援する

体制を改善し、充

実する

開かれた学校を目

指し、卒業生及び

保護者に信頼され

る学校のブランド

力を確立する

１．卒業生及

び保護者への

ケアと協力体

制の強化

産学官連携

の推進

地域貢献

将来を担う人材教

育を実施する教育

に焦点を当てた産

学官連携教育プロ

グラムを開発し、

推進する

１．産・学・

官の資産を活

用した教育プ

ログラム・教

育手法の開発

地域とともにある

学校として、地域

の多様なニーズに

対応し、活性化に

つながるサービス

を充実する

１．地域社会

との協力体制

の充実

総合学園化を目指

した、戦略的かつ

機動的な経営改革

を持続する

１．適正規模

の確定

経営改革

２．財政基盤

の確立

４．組織マネ

ジメント改革

１）後期中等教育プロ

グラムの開発

－ 生徒の主体的な学

習への取り組み件

数

－ キャリア教育プロ

グラム数

２）高大連携体制の充

実

－ 外部講師招聘人数

－ 高大連携教育プロ

グラム数

－ 高大連携部活動プ

ログラム数

３）課外活動の活性化

－ 部活動の参加率

－ 地区大会以上の参

加部活動

１）教育目的・方

針に基づく優

れた生徒の確

保

－ 入学者数

－ 説明会等の回数

１）優れた教育職員

の確保

－ 採用者数

２）優れた事務職員

の確保

－ 確保数

３）教員研修の設計

と運営

－ 研修件数

－ 研修参加者数

－ 発表件数

１） SSHを中心とし

た重点教育プロ

グラムの開発

－ 理数系分野のプ

ログラム開発件

数

－ 国際感覚を持っ

た科学系人材育

成プログラム開

発件数

２）基礎学力の定着

に関する実践研

究

－ 研究論文数

１）卒業生との交

流組織づくり

の推進

－ 卒業生との交

流件数

－ 卒業生への顕

彰回数

－ 外部講師の協

力 件数

２）保護者との交

流組織づくり

の推進

－ 生徒への支援

件 数

１）産学官交流事

業の開発・促進

－共同授業等件数

－ 新しい教育モ

デル等の情報提

供件数

－ 教育交流件数

１）地域社会との

交流

－ 地域社会との

連 携事業件数

－ 地域でのボラ

ン ティア活動

の 件数

－ 公開講座等の実

施 件数

－ 学内設備の開放

件 数

－ 地域への奉仕件

数

１）組織運営体制の

整備

－ 目標専任率の達

成

２）安心安全体制の

構築

－ 危機管理体制の

構築

１）財源の多様化の促進

－寄附金件数

－補助金件数

１．教育活性

化の推進

１．チームに

よる支援体制

の充実

１）総合的なカウン

セリン グの充実

－ カウンセラー

対 応件数

－ 教員による対

応 件数

２．優れた職

員の確保と研

修の促進

３．中村キャ

ンパス全体

の整備

１）中長期の施設計

画案の検討

１）附属高等学校

将来構想検討部

会の推進
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Ⅱ MS-15 に基づく 2014 年度の事業計画

本法人のミッション・ステートメント『名城育ちの達人を社会に送り出す』を果

たすべく、次の課題を 2014 年度以降の重要課題として優先的に取り組みます。

（１）名城大学における全学的重要課題

１）学士課程教育の質的発展を目指して

   ・名城大学としての基礎教育の確立

   ・各学部の初年次教育及びキャリア教育の強化

２）新学部の設置

  ３）教育の国際化の促進

  ４）附属高等学校との高大接続の強化

  ５）教職協働体制の確立

  ６）キャンパス全体の整備

（２）名城大学附属高等学校における重要課題

１）後期中等教育の質的発展を目指して

・生徒の主体的な学習への取り組みの強化

・キャリア教育体制の充実

２）高大連携体制の充実

３）適正規模の確定と運営

４）中村キャンパス全体の整備
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（３）MS-15 戦略プランに基づく事業計画の重点施策

2014 年度の事業計画の重点施策を次のとおり掲げます。

１）「人材の確保と育成」分野

≪大学・高校≫

○教職協働に基づく事務職員の人材高度化をめざす SD（Staff Development）
を支援する。

  ○国内外の優れた学生・生徒及び教職員の確保に向けた支援策を講ずる。

≪大学≫

  ○大学院教育を含む FD（Faculty Development）活動を支援する。

≪高校≫

○附属高等学校の活性化につながる教員専任率向上に取り組む。

○附属高等学校における教員研修の充実を支援する。

２）「教育の充実」分野

≪大学・高校≫

  ○高大連携体制の充実を支援する。

≪大学≫

○学士課程教育の質向上に向けて、特色ある教育拠点づくりを支援する。

・JABEE を始めとする国際的に通用する教育プログラムを支援する。

・各学部の初年次教育及びキャリア教育の強化を支援する。

・国際教育プログラム及び教育システムの開発を支援する。

・自律的学習支援、リメディアル教育、学習支援プログラムの強化を支援する。

○ディプロマポリシー、カリキュラムポリシー及びアドミッションポリシーと

の一貫性を担保した体系的なカリキュラム運営を支援する。

・カリキュラムマップを検証ツールとして活用し、PDCA サイクルの持続的

循環を支援する。

  ○学生の主体的な学修を支える教育方法の転換等の取り組みを支援する。

≪高校≫

○附属高等学校の教育活性化と卓越性への取り組みを支援する。

・附属高等学校の生徒の主体的な学習への取り組みの強化を支援する。

・附属高等学校のキャリア教育体制の充実を支援する。

・附属高等学校の課外活動の活性化を支援する。

３）「研究の充実」分野

≪大学≫

○世界水準の研究発信に向けて、特色ある研究拠点づくりを支援する。

・総合研究所における研究センターの充実を支援する。

・ナノテクノロジー、LED を始めとする世界先端研究拠点を支援する。

○大学院における国際的通用性の高い教育研究プログラムを支援する。

○外国を含めた他大学院、研究所等との連携研究を支援する。

○外部研究資金の獲得を奨励し、必要な支援策を講ずる。

≪高校≫

○SSH、高大連携教育を始めとする附属高等学校の特色ある教育プログラムの

開発・研究を支援する。



〔学校法人名城大学〕

- 6 -

４）「学生・生徒支援体制の充実」分野

≪大学・高校≫

○キャリア自己開発の観点から、進路・就職力の向上策を支援する。

・情報共有等を目的とした企業との連携強化策を支援する。

・就学意欲の向上等を目的とするインターンシップの充実策を支援する。

・公務員・各種資格取得を支援する。

  ○学生・生徒の実態に基づき、満足度の向上を目指した取り組みを支援する。

   ・退学者数の減少に向けた取り組みを支援する。

  ○高大連携を含めた課外活動への支援を強化し、育成環境の充実策を講ずる。

  ○国際交流活動の活性化に向け、交流プログラムの拡大を支援する。

≪大学≫

○教員採用試験対策の指導・支援体制の充実を支援する。

○奨学金制度の整備充実を支援する。

○留学生に対する各種支援と在学生の海外派遣プログラムの充実を支援する。

≪高校≫

○附属高等学校のチームカウンセリングの充実策を講ずる。

５）「卒業生及び父母（保護者）との連携強化」分野

≪大学・高校≫

○卒業生及び父母（保護者）との総合的な交流の促進を支援する。

○校友会等の団体との連携を推進し、ブランド力向上に向けた取り組みを支援

する。

６）「産学官連携の推進」分野

≪大学≫

○産学官連携部門の整備充実を支援する。

・LED 共同研究センターを活用した取り組みを支援する。

○特許を始めとする知的財産創出を支援する。

○教員の研究シーズを発掘し、新しい製品やサービス、事業を生み出すため、企業及

び各省庁等との連携を支援する。

７）「地域貢献」分野

≪大学≫

○大学づくりと街づくりの一体化を図り、地域に密着した大学を目指す取り組

みを支援する。

・安心安全の地域づくりのためのボランティア活動を支援する。

・地域生涯学習プログラムに対する拠点づくりの支援策を講ずる。

≪高校≫

○附属高等学校の地域社会との交流促進を支援する。

８）「経営改革」分野

≪大学・高校≫

○総合学園化構想を踏まえた取り組みを推進する。

・ 2026 年をマイルストーンとした中長期目標・計画「MS-26（仮称）」の策

定に取り組む。
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・外国語学部（国際英語学科）の設置（2016 年度設置予定）に向けて取り組

む。

・開学 100 年を目指した周年事業プロジェクトの推進に取り組む。

○施設設備の充実に向けて、再開発計画の実行と評価に取り組む。

・新講義棟（仮称）の建設

   ・新校舎（仮称）の建設に着工

   ・新校友会館（仮称）の建設に着工

   ・附属図書館のリニューアルについて検討

   ・八事新 3 号館（東）（仮称）の建設

   ・春日井（鷹来）新本館（仮称）の建設に着工

   ・ナゴヤドーム前キャンパスの施設建設に着工

   ・中村キャンパス（附属高等学校）再開発計画の検討

   ・主体的学びを支援する環境整備の検討

○収支構造改善を目指した取り組みを推進する。

・補助金及び外部資金等の確保に向けて組織的に取り組む。

・年度目標額の設定と達成に向けた募金事業に取り組む。

・支出削減運動に取り組む。

○組織マネジメントの観点から、教職協働を意識した事務組織改革に取り組む。

  ○社会的責任を意識した危機管理体制の構築に取り組む。

≪大学≫

○都市情報学部、都市情報学研究科、人間学部及び人間学研究科のナゴヤドー

ム前キャンパスへの移転の準備に取り組む。

○可児キャンパスの活用方法について、継続的に検討を進める。

○社会連携センター（仮称）の設置に向けた検討を進める。

○事務電算化統合に向けた取り組みを支援する。

○人材のプロフェッショナル化を促す人事考課制度の導入、給与体系の見直し

に取り組む。

≪高校≫

○附属高等学校における目標共有を中心としたマネジメント体制を整備する。

○附属高等学校における適正規模についての検討を進める。






